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入鼻の円滑化のための特損みの書■  

右んしん1す支1事事  

地方公共団体、NPO・社会福祉法人、不動産関係事業者  

等が連携し、榔者、陣書者、外国人、子育て世帯の入  

居を受け入れることとする民間井貸住宅等の登録や居  
住に関する各種サポートを行うことにより、高齢者等に  

対する土居的かつ柔軟な住宅セーフティネットの構築  
を邑指します。  

増  

榔㈱帝  

障害者自立支援法が目指す障害者の地域生活移行の推  

進を実現するためには居住の場を確保することがt要で  

あり、午貸住宅への入居を支援する観点から、厚生労働  

省において地域生活支援事業の一環として「住宅入居等  

支援事業（居住サポート事＃）」を推進していますなお、  

障害者の民間兼貸住宅への入居の円滑化を図るために  

は、各自治体・地域における福祉部門と住宅部門が連携し  

て、居住サポート事業とあんしん賃貸支援事業を推進す  

ることが不可欠と考えられます）  

伐引圭サポート事業）   

r居住サホート事業Jと「呑んしん言賃玉偏事業」の連携のあり方（例）   

①あんしん舶住宅の登鍾促遮及び情報の提供等については、あんしん1貸支   

援事＃の協力店し仲介＃書†が行う、【住宅部椚が担当】   

①♯書者の居住支援潤最時等の対応、地域の支援体制に係る■藍等〕について  

lま、居住サポート事＃香し相談支援事＃看専用て行う。【蕎祉部門が担当巨地域   

において公的保瓢人制度ガ有る場合には、必要に応じてその利用支援を行うJ   

Gl入居時の支壬封入居に係る鵬、契約時の立ち会いその他格駁・助霹専」は、必   

要に応じて協力店と居住サポート■＃善が連携して行う。【連携】  

【あんしん琵招支援事業）  
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層住サポート■榊童  
（椙醗支援事＃竜専）  
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相談・肋言  
●2嘲支亮  

（幕綿の対応）  

●地域の支捌こ儒る■董  
（大棚専との鵜・■■）  
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輩亀時専対応  
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物件闊諏の依聯   

こ    ‥  
（、〟き些些事！準！準嬰昼竺埜撃L＿＿」  

1ぎ物件の登録  

T†L′  墨守情報の闇賢烹rィンヤーア …登録情報しJ）闇苦言1イン？－÷ノ巨  

国土交通省  
住宅局住宅総合整備課  
TEL O35253－8111  

厚生労勤省  
雇用均等・児i家庭局総務課  

社会・援護局障害保健福祉部障害滑祉課  
老儒局振興課  
丁∈L O352531111   

二れL‖冒覚障害工′雪への  

配庸二し丁 音声丁†再邪推供  
寸…ただしrSPコートです。  

SPコートほ 男牒闇価憫に  

より妃寒毒さオてし 三†I邪モ  

音声で間＼二とカ・て攣夏丁）  



高齢者等の民間賃貸権宅への円滑な入居を促進し、安心できる賃貸借関係の構築  

を実現するため、居住に関する各種サポートの握偶を促します。  

吉葉や生活習慣の違いによる不安や心配を  

解消し、トラブルを未鮒こ防止します∩  
■通訳派遣  

高齢者等の入居をウホートする仲介事業者  
として都連府県に登録された不動産店  

♯合住宅の住まい方や近隣への  

配慮事項など生活ルール等の説明により、  

トラブルを未≠矧こ防止します  

あんしん乎貸住宅の登録促進や仲介等を通じて  
高齢者等の円滑な入居に関する助言等を行う  
協力店に関する情報（名称・住所・遵緒先等）  

■生活ルール等の説明  

懇 
一市場慣行に 汽車禁‘ふ忘  

市町村が自ら行う居住支援施策（活動）に  

間する僧籍等（居住サポート事＃など）  

複雑な市場慣行（一時金の性格など）を  

事前にきちんと理解してもらうことにより、  

退去時等のトラブルを未然に防止します。  
不
動
産
関
係
事
業
者
団
体
 
 

穐  

協
定
を
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し
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団
任
ヌ
は
支
部
等
を
経
由
 
 

●
 
－
 
 

ついての説明  

蕎齢著せ書、■害者世帯、外国人世  

帯、子育てせ糟であって、家賃等を  

適正に支払い、地域社会の中で自立  

した日常生活を営むことができる方  
〔居住支援を受けることによって自  
立することが可能となる方を含む。〕  

害者  

億主、貸主のいずれかが因っているときに、  

電話での相談に応じ不安や悩みの解消を  

図ります 

トラブルが生じた際に、対応の手助けをして  

迅速かつ穏便な解決を図ります。  
高齢者等の入居を受け入れることとして  
郡道府県に登環された賃貸住宅  

■トラブル時の対応  入居の円滑化及び居住の安定確保を支援  

することとして都道府県に登録された団体  

賞貸住宅に関するⅦ報（1貸住宅の所在地・  

戸数・象貰・規模・積造・階数・バリアフリー状況等）  

社会福祉法人、NPO法人等があんしん賃貸  

住宅への入居（希望）書写に対して行う、各種の  

居住支援サービスに関する傭鶉（団体名・  

支援内容・対象エリア等）  

電話等による安否確認や、  

服薬に係る相談対応などを行うとともに、  

必要に応じて医療機関に連絡等を行い、  

事故等を未然に防止します 

■見守り・医療機関との連携  

1  

登録機関（都道府県）  

あんしん聯住宅／′′あんしん撹住宅協力店／／あんしん賃貸支援団体の登録俄については、  

都丸府県が登録簿を間組こ供するとともに、ホームページによD個捷供します。  

あんしん告矧圭宅の情報lまこちらカlら…  

http：／／www．anshin・Chintai．jp／  
（財）高齢者抜毛］イ迂1TE」〇3－32〇6▼b437  

入居者が事故、死亡等に至った  

際の関係行政機関、連帯保証人、  

緊急連結先等への連結、  

相談等をサポートします。  

◇地励二より支援メニュは冥屯ります。（地域ごとの真横メニューは「あんしん賃貸住宅」のホムノ、（ジに娼載されていますゥ   

なお、支援サビスには郁斗のものがありますでノ，あんしん賃貸住宅へ町十訂二際Lては、通常町居審査を緩るこじ、嚢があります 



平成20年9月24日  

社会保障審議会障害者部会  

部会長 潮谷義子 様  

社団法人全国脊髄損傷者連合会  

副理事長 大演 眞  

障害者自立支捷法の報酬・基準改定にあたって   

障害者自立支援法の法改正および報酬改定等にあたっては、重度障害者等の地域生活を  

支援する観点から、訪問系サービス等について、サービス支給量とサービス提供の基盤整  

備の両面について、改善に向けた取り組みが必要だと考えます。  

1．坊間系サービスの支給tについて   

（1）市町村が「必要世人に必要なサービスを」という法の理念に則って適切な支給決定  

が行えるように、国井負担基準の廃止によって、市町村が支弁した兼用の全繊を国  

庫負担の対魚とする必賽があります。  

⇒平成20年7月15日提出の当会資料のp．p．7－17   

（2）25％負担が重く圧し掛かつてしまう小規模市町村尊に対して国が彊接財政支援を  

行うことについて、検討が必tだと考えます。  

⇒平成16年10月12日「今後の障害保健福祉施策について（改革のグランドデ  

ザイン案について）」における調整交付金構想（都道府県経由での財政調整）  

（3）ケアホームの身体陣書寺への対魚拡大についてはサ工な検討が不可欠であると考え  

ます。  

⇒平成20年7月15日提出の当会資料のp．18  

2．坊間系サービスの提供基虚の整備について  

（1）重度坊間介護について、「支給決定を受けたのにサービスが利用できない」という間  

想を解決するために適切な報酬単価が不可欠です。  
⇒平成20年7月15日提出の当会資料のp．p．4－6  

（2）居宅介護lこついて、ヘルパー3級の従事箕格を今後も継続すべきだと考えます。  

⇒ピアヘルパーの取り組み  

【別添】  

資料① 読売新聞 平成20年9月2日付朝刊  

資料② 朝日新聞（大阪本社版）平成20年9月18日付朝刊  

資料③ 朝日新聞（大阪本社版）平成20年9月19目付朝刊   



資料① 読売艶聞 平成20年9月2日付朝刊   
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1人当たりの1か月の平均鰯用   
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る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
 
 

て
追
加
的
な
介
護
・
看
護
、
夜
 
 

間
の
緊
急
妨
間
な
ど
も
あ
り
、
 
 

公的支援世界的流れ   

北野誠一・東洋大  
数授（地域福祉論）  

「重度障害者が地域  
生活を送ることは当  
然の権利であり、日  
本も公的支援を充実  

させるべきだ。国連嘘轡頚椎利条  
約が発効し、世界的な流れになっ  
ている。一方、障害者も、支援を  
活用して、働いたり、NPOなど  
で社会的に意義のある活動に参加  
したりして、、地域や社会を作る  
一見、となることが求められてい  
る。停車が五くても、世の中に貢  
献できることは多い」  

固
か
ら
支
給
さ
れ
る
の
は
、
長
 
 

里
度
で
一
律
約
3
5
5
万
円
。
 
 

－
日
6
時
間
分
に
過
ぎ
ず
、
こ
 
 

れ
を
超
え
る
長
時
間
の
利
用
者
 
 

が
多
い
と
、
市
町
村
の
持
ち
出
 
 

し
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
 
 
 

重
度
醜
聞
介
護
の
利
用
者
 
 

は
、
全
国
で
約
7
0
0
0
人
に
 
 

上
る
。
日
本
せ
き
す
ぃ
基
金
に
 
 

よ
る
と
、
1
日
2
0
時
欄
以
上
の
 
 

利
用
者
が
い
る
自
治
体
は
、
基
 
 

金
が
把
適
し
て
い
る
だ
け
で
8
8
 
 

自
立
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
 
 

っ
て
い
る
。
専
属
の
介
護
者
制
 
 

度
は
、
英
国
や
カ
ナ
ダ
に
も
あ
 
 

る
。
 
 
 

こ
の
ほ
か
、
米
国
に
は
「
酵
 
 

素
の
あ
る
ア
メ
リ
カ
人
法
（
A
 
 

D
A
）
」
と
い
う
降
車
者
差
別
 
 

禁
止
法
が
あ
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
 
 

ー
（
障
壁
除
去
）
が
行
き
届
い
 
 

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
介
助
な
 
 

し
で
も
率
い
す
な
ど
で
移
動
で
 
 

き
る
場
合
が
多
け
。
同
様
の
法
 
 

律
は
、
英
国
な
ど
に
も
あ
る
。
 
 

市
区
町
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
 
 
 

全
国
脊
髄
損
傷
者
連
合
会
な
 
 

東
田
体
は
、
小
さ
な
自
治
 
 

体
で
2
4
時
間
の
利
用
者
が
現
れ
 
 

て
も
困
ら
な
い
よ
う
、
都
道
 
 

府
県
単
位
で
費
用
負
担
を
調
 
 

整
す
る
仕
組
み
を
厚
労
省
に
提
 
 

案
し
て
い
る
。
大
浜
真
副
理
事
 
 

長
は
「
今
の
仕
轡
み
だ
と
、
長
 
 

持
聞
介
護
を
必
要
と
す
る
人
は
 
 

住
み
た
い
所
に
住
め
な
い
」
と
 
 

話
す
。
 
 ◆

サ
ー
ビ
ス
不
在
 
 
 

サ
ー
ビ
ス
が
見
つ
か
り
に
く
 
 

い
状
況
も
全
国
に
広
が
っ
て
い
 
 

る
。
事
業
所
が
多
い
と
さ
れ
る
 
 

都
内
で
す
ら
、
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
 
 

を
8
0
事
業
所
に
依
頼
し
、
す
べ
 
 

て
断
ら
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
 
 

た
。
 
 
 

多
く
の
事
業
所
が
、
厚
労
省
 
 

が
設
定
す
る
重
度
訪
問
介
護
の
 
 

報
酬
単
価
が
安
い
こ
と
を
理
由
 
 

に
挙
げ
る
。
利
用
者
が
最
重
度
 
 

で
も
、
自
中
で
一
時
間
平
均
1
 
 

6
6
5
円
。
介
護
保
険
の
坊
間
 
 

介
護
（
身
体
介
護
中
心
で
4
0
 
 

2
0
円
）
に
比
べ
て
か
な
り
安
 
 

。
 
 
 

事
業
者
団
体
で
あ
る
全
国
自
 
 

立
生
活
セ
ン
タ
1
協
韻
会
の
中
 
 

西
正
司
代
表
は
、
「
今
の
利
用
 
 

者
に
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
す
る
の
 
 

で
精
い
っ
ぱ
い
。
社
会
参
加
す
 
 

る
重
度
薩
善
書
は
、
ほ
と
ん
ど
 
 

増
え
て
い
な
い
t
言
明
か
す
が
、
 
 

報
酬
単
価
の
引
手
上
げ
は
、
費
 
 

用
の
増
額
に
つ
な
が
る
と
い
う
 
 

由
魔
も
あ
る
。
 
 
 

必
要
な
介
濱
が
給
付
さ
れ
 
 

ず
、
当
然
の
社
会
参
加
が
で
き
 
 

な
い
の
は
、
障
害
者
本
人
だ
け
 
 

で
な
く
、
社
会
に
と
っ
て
も
マ
 
 

イ
ナ
ス
だ
。
国
は
費
用
の
確
保
 
 

に
責
任
を
持
つ
べ
き
だ
。
 
 

＝ヒ11トIlわヽノ   



「
我
々
は
生
き
る
ぞ
⊥
 
 
 

「
貧
乏
人
の
話
を
聞
け
ー
」
 
 
 

7
月
2
0
日
、
京
都
市
中
心
部
の
河
 
 

原
町
通
。
障
害
者
本
人
と
介
助
す
る
 
 

ヘ
ル
パ
ー
が
一
緒
に
な
り
、
勝
者
者
 
 

白
立
支
援
法
の
見
直
し
を
訴
え
る
デ
 
 

モ
が
あ
っ
た
。
焼
け
つ
く
よ
う
な
日
 
 

差
し
の
下
、
約
1
0
0
人
が
米
華
街
 
 

を
行
進
し
た
。
 
 

車
イ
各
荒
し
た
⑳
き
 
 

ん
（
4
4
）
は
「
ヘ
ル
パ
ー
い
な
い
と
死
 
 

ん
で
し
寧
つ
！
」
と
牽
い
た
プ
ラ
カ
 
 

ー
ド
を
掲
げ
、
「
ヘ
ル
パ
ー
の
時
給
 
 

を
上
げ
ろ
」
と
声
を
振
り
絞
っ
た
。
 
 
 

2
0
歳
の
時
、
交
通
事
故
で
幽
眩
ま
 
 

ひ
に
な
っ
た
。
9
年
前
に
母
親
を
が
 
 

ん
で
亡
く
し
、
0
4
年
か
ら
市
営
住
宅
 
 

で
一
人
暮
ら
し
を
始
め
た
。
食
事
、
 
 

ト
イ
レ
な
ど
生
酒
全
般
で
2
4
時
間
介
 
 

助
を
利
用
す
る
。
 
 
 

こ
の
暮
ら
し
が
今
、
立
ち
ゆ
か
な
 
 

く
な
り
つ
つ
あ
る
。
ヘ
ル
パ
ー
が
確
 
 

保
で
き
ず
、
事
業
所
が
介
助
を
引
き
 
 

受
け
な
＜
な
っ
た
か
ら
だ
。
つ
て
を
 
 

煩
っ
て
、
自
分
で
ヘ
ル
パ
ー
を
見
つ
 
 

け
、
藁
所
に
紬
介
し
、
介
助
を
維
 
 

持
す
る
。
 
 
 

騨
逆
⑳
 
浩
皿
常
圃
（
》
寄
倒
＃
蔚
）
 
個
熟
N
O
欄
∽
加
ユ
0
0
ロ
互
浩
謹
 
 

低
賃
金
ヘ
ル
パ
ー
足
り
ぬ
 
 

障害者自立支援法の課題㊥〕  

そ
れ
で
も
月
に
数
日
、
夜
間
介
助
 
 

を
受
け
ら
れ
な
い
日
が
あ
る
。
持
病
 
 

の
た
め
急
に
裔
漱
が
混
濁
し
た
り
、
 
 

体
温
が
う
ま
く
調
節
で
き
な
く
な
っ
 
 

た
り
す
る
恐
れ
は
絶
え
ず
あ
る
。
ヘ
 
 

ル
パ
」
が
い
な
い
硬
は
、
死
の
恐
怖
 
 

に
お
ぴ
え
る
。
 
 
 

市
の
福
祉
事
務
所
に
ヘ
ル
パ
ー
を
 
 

探
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
 

望
遠
す
事
業
所
か
ら
断
ら
れ
、
紹
 
 

介
さ
れ
た
事
業
所
も
条
件
が
折
り
合
 
 

わ
な
か
っ
た
。
 
 
 

「
ヘ
ル
パ
ー
不
足
で
生
存
権
す
ら
 
 

危
う
い
状
況
だ
．
j
 
 
 

背
寮
に
あ
る
の
は
、
陪
審
者
自
立
 
 

支
援
法
の
介
護
報
酬
の
低
さ
だ
。
特
 
 

に
、
重
度
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
事
 
 

美
章
の
閻
で
は
、
十
分
な
賃
金
が
払
 
 

え
な
い
た
め
ヘ
ル
パ
ー
が
集
め
ら
れ
 
 

な
い
と
の
芦
が
根
強
い
。
 
 
 

京
郡
市
障
害
保
健
福
祉
課
鑑
よ
る
 
 

と
、
「
ヘ
ル
パ
ー
を
見
つ
け
て
は
し
 
 

い
」
と
い
う
利
用
者
か
ら
の
相
談
は
 
 

こ
の
1
年
、
日
立
っ
て
増
え
て
き
 
 

た
。
斉
藤
泰
衡
・
在
宅
福
祉
担
当
課
 
 

轟
は
「
重
度
訪
問
介
護
の
戟
酬
は
決
 
 

し
て
十
分
と
は
奮
え
ず
、
引
き
上
げ
 
 

を
園
に
求
め
て
い
る
」
と
話
す
。
 
 

卍
 
 
卍
 
 
 

こ
の
デ
モ
の
先
頭
に
は
、
赤
い
字
 
 

で
「
過
労
死
」
と
苦
か
れ
た
プ
ラ
カ
 
 

ー
ド
を
苧
に
し
た
渡
辺
琢
さ
ん
〔
3
2
）
 
 

の
染
も
あ
っ
た
。
重
度
障
蕃
者
の
介
 
 

助
を
す
る
ヘ
ル
パ
ー
の
集
ま
り
「
か
 
 

り
ん
燈
～
万
人
の
所
得
保
障
を
目
指
 
 

す
介
助
者
の
会
」
 
（
事
務
箇
・
京
都
 
 

6
0
0
を
超
す
団
体
で
つ
く
る
「
障
 
 

害
者
の
地
域
生
酒
確
立
の
実
現
を
求
め
 
 

る
全
国
大
行
動
実
行
委
貝
会
と
「
か
り
・
 
 

ん
燈
」
は
今
年
、
障
害
者
を
介
助
す
る
ヘ
 
 

ル
パ
ー
約
8
8
0
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
し
 
 

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
月
給
制
で
働
く
ヘ
 
 

ル
パ
ー
の
基
本
給
は
平
均
摘
方
円
。
「
1
 
 

カ
月
分
以
上
の
ボ
ー
ナ
ス
あ
り
」
は
1
5
・
 
 

5
％
、
「
昇
給
あ
り
」
は
1
1
・
5
％
に
と
ど
 
 

ま
っ
た
。
一
方
、
月
の
平
均
労
働
痔
聞
 
 

（
正
職
長
）
は
1
9
4
・
7
時
間
過
労
死
 
 

過
労
死
水
準
超
す
人
1
6
・
6
％
 
 

利用者「生存権の危機」†事業所「現場もたない－霊  ラ
イ
ン
の
水
準
（
鼠
侍
間
の
残
業
）
 
 

を
超
す
と
考
え
ら
れ
る
「
月
2
4
0
時
 
 

間
以
上
」
の
人
が
1
8
・
6
％
い
た
。
 
 
 

架
行
委
員
会
は
こ
れ
と
は
別
に
0
7
年
 
 

秋
、
人
材
確
保
を
テ
ー
マ
に
事
業
者
に
 
 

ア
ン
ケ
ー
ト
し
、
全
国
7
3
事
薫
か
ら
 
 

回
答
を
縁
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
過
 
 

去
3
カ
月
に
ヘ
ル
パ
ー
不
足
の
た
め
に
 
 

新
規
利
用
者
を
断
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
 
 

た
」
と
答
ズ
た
事
案
所
が
4
分
の
3
に
 
 

達
し
た
。
 
 

市
）
の
メ
ン
バ
ー
だ
じ
 
 
 

低
賃
金
と
重
労
働
に
耐
え
ら
れ
な
 
 

く
な
っ
た
ヘ
ル
パ
ー
が
職
場
を
去
 
 

り
、
残
っ
た
人
は
過
重
労
働
で
つ
ぶ
 
 

れ
て
い
く
－
。
渡
辺
さ
ん
ら
は
こ
 
 

こ
数
年
、
惑
循
環
に
陥
っ
た
事
実
所
 
 

を
身
近
に
見
て
き
た
。
 
 
 

市
内
の
事
業
所
に
棄
任
者
と
し
て
 
 

勤
め
る
男
性
ヘ
ル
パ
ー
（
3
4
）
は
、
デ
 
 

モ
に
参
加
す
る
予
定
だ
っ
た
が
か
な
 
 

わ
な
か
っ
た
。
変
更
の
き
か
な
い
介
 
 

助
予
定
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
 
 
 

3
月
、
同
僚
の
2
0
代
女
性
が
「
こ
 
 

の
仕
事
を
続
け
る
の
は
き
つ
い
」
と
 
 

言
い
残
し
、
看
護
師
を
目
指
す
た
め
 
 

に
退
職
し
た
。
7
月
、
2
0
代
の
男
性
 
 

職
属
が
過
労
で
入
院
し
た
。
 
 
 

里
 
 

芋
い
介
助
者
と
一
緒
に
デ
モ
行
進
し
、
ヘ
ル
パ
ー
の
待
遇
改
 
 

善
を
警
る
⑳
烹
（
実
）
＝
7
月
、
京
都
寓
 
 

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
障
脊
者
 
 

自
立
支
援
法
の
見
渡
し
に
関
す
る
与
常
 
 

の
u
彗
口
菅
（
0
7
年
1
2
月
）
に
は
、
人
材
 
 

確
保
と
事
業
者
の
経
営
安
定
の
観
点
か
 
 

ら
、
0
9
年
4
月
に
報
酬
を
改
定
す
る
こ
 
 

と
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
 
 
 

介
護
の
担
い
手
不
足
は
廿
騒
著
の
分
 
 

野
で
も
深
刻
さ
を
増
し
、
社
会
保
障
の
 
 

根
底
を
得
る
が
す
問
題
と
な
っ
て
い
 
 

る
。
「
介
葦
従
事
者
処
遇
敏
拳
法
」
が
 
 

5
月
に
国
会
で
成
立
し
た
が
、
具
体
策
 
 

は
ま
だ
見
え
な
い
。
福
祉
現
場
の
崩
壊
 
 

を
食
い
止
め
る
た
め
に
、
抜
本
的
な
対
 
 

策
を
急
ぐ
必
費
が
あ
る
。
 
 

人
事
不
足
で
代
役
が
い
な
い
た
 
 

め
、
体
調
が
驚
く
て
も
休
め
な
い
。
 
 

7
月
の
労
働
時
間
は
3
0
0
時
間
を
 
 

超
え
た
。
休
日
は
月
曜
日
だ
け
。
し
 
 

か
も
日
曜
は
夜
勤
な
の
で
「
明
け
休
 
 

み
」
に
な
る
っ
 
「
こ
の
1
年
、
夏
休
 
 

み
や
正
月
休
み
を
含
め
、
連
休
を
取
 
 

っ
た
紀
慣
は
な
い
」
 
 
 

求
人
を
か
け
て
も
最
近
は
問
い
合
 
 

わ
せ
す
ら
な
い
。
過
に
2
、
3
人
、
 
 

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
申
し
込
み
が
あ
る
 
 

が
、
人
を
や
り
く
り
で
き
す
、
斬
ら
 
 

ざ
る
を
得
な
い
状
態
だ
。
 
 
 

時
給
は
1
1
0
0
円
。
支
援
法
が
 
 

で
き
て
か
ら
1
n
X
u
門
下
が
っ
た
。
 
 

利
用
者
宅
の
聞
を
著
す
る
悪
者
 
 

も
足
り
ず
、
7
月
は
新
約
2
万
円
を
 
 
 

旦
ハ
 
 

重
度
訪
問
介
護
 
長
持
闇
の
支
援
 
 

嗣
思
錮
絹
鞘
絹
針
 
助
、
移
動
支
援
な
ど
を
一
体
的
に
提
 
 

供
す
る
降
車
着
日
立
支
援
法
の
サ
2
 
 

ビ
ス
。
全
図
で
約
7
T
人
（
0
7
咋
1
2
 
 

月
）
が
利
用
す
る
。
陣
額
の
程
度
や
 
 

移
動
介
護
の
時
間
に
応
じ
て
加
努
が
 
 

あ
る
。
支
援
法
以
前
の
「
支
援
贅
制
 
 

度
」
時
代
は
、
ほ
ぼ
同
〕
支
援
を
 
 

「
日
常
生
活
支
援
」
と
「
移
動
介
 
 

謹
」
の
サ
ー
ビ
ス
の
組
み
合
わ
せ
で
 
 

提
供
し
て
い
た
。
N
P
O
法
人
「
中
 
 

部
藤
巻
者
解
放
セ
ン
タ
ー
」
 
（
大
阪
 
 

市
）
の
石
田
車
興
事
務
局
長
は
「
多
 
 

く
の
事
業
所
は
自
立
支
援
怯
に
な
っ
 
 

て
1
朝
以
上
の
減
収
と
な
っ
て
い
る
 
 

は
ず
だ
」
と
縛
摘
す
る
。
 
 

「
白
腹
」
で
出
し
た
。
残
業
代
は
一
 
 

部
未
払
い
。
実
賓
の
手
取
り
は
月
約
 
 

2
5
万
円
に
と
ど
ま
る
。
 
 
 

こ
の
事
秦
所
で
は
支
援
法
が
旅
行
 
 

さ
れ
た
0
6
年
、
介
助
1
勝
間
あ
た
り
 
 

の
平
均
収
入
が
臆
年
比
で
約
5
％
、
 
 

0
4
年
比
で
約
1
2
％
下
が
っ
た
。
い
ま
 
 

報
酬
金
体
の
9
酎
を
人
件
常
に
あ
て
 
 

て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
時
給
引
き
上
 
 

げ
は
厳
し
い
。
「
も
う
現
場
は
も
た
 
 

な
い
。
何
と
か
報
酬
を
引
き
上
げ
て
 
 

ほ
し
い
」
 
 
 

か
り
ん
燈
の
渡
辺
さ
ん
は
「
こ
の
 
 

ま
藍
で
は
ヘ
ル
パ
ー
の
過
労
死
や
重
 
 

度
陣
尊
者
の
死
亡
事
故
が
起
き
る
」
 
 

と
替
鐘
を
鳴
ら
す
。
 
 

，
ヒ
 
 

、ネ、弓牌竜うも① 能与え中爪⑥亡山こついて応  
ご本人←爪遺風ポ静に如は恥瓦た叫  
氏亀t稀代且○  
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和
歌
山
市
内
の
ア
パ
ー
ト
の
山
 
 

笥
。
革
い
す
の
石
田
堆
俊
さ
ん
（
4
0
）
 
 

が
、
随
蜜
で
待
機
す
る
ヘ
ル
パ
ー
1
の
 
 

男
性
（
別
）
に
「
お
潔
い
し
と
声
を
か
 
 

け
、
ト
イ
レ
の
介
助
を
頼
ん
だ
。
胸
 
 

像
ま
ひ
で
全
身
に
機
能
障
草
が
あ
 
 

る
。
肯
か
ら
下
が
動
か
ず
、
一
人
で
 
 

は
歩
く
こ
と
も
食
弾
も
で
卓
な
い
。
 
 

事
業
所
か
ら
派
遣
さ
れ
る
ヘ
ル
パ
ー
 
 

が
舟
網
だ
。
 
 
 

6
威
か
ら
3
5
威
ま
で
の
通
弊
1
6
年
 
 

間
、
施
設
で
生
活
し
た
。
r
ぜ
畳
」
 
 

さ
れ
る
生
酒
に
息
苦
し
さ
姦
じ
、
 
 

－
人
替
ら
し
を
始
め
た
の
は
4
年
半
 
 

前
。
自
由
に
行
曽
た
い
所
に
行
け
、
 
 

好
物
が
食
べ
ら
れ
る
。
そ
ん
な
さ
さ
 
 

や
か
な
鍾
ら
し
を
い
つ
ま
で
疎
け
ら
 
 

れ
る
の
か
く
不
安
が
顛
を
よ
ぎ
る
。
 
 
 

障
薄
着
自
立
違
法
が
施
行
さ
れ
 
 

た
0
0
年
当
時
、
市
か
ら
支
給
さ
れ
た
 
 

重
湯
間
介
護
は
月
4
7
さ
囁
あ
 
 

っ
た
。
と
こ
る
が
翌
年
、
突
然
1
0
 
 

1
時
罷
ら
さ
打
た
。
含
す
月
、
 
 

通
院
な
ど
の
分
と
し
て
1
9
撃
 
 

て
月
3
9
6
時
間
に
な
っ
た
が
、
こ
 
 

れ
に
生
舐
保
護
で
ま
か
な
え
る
介
練
 
 

時
間
を
合
わ
せ
て
も
、
ヘ
ル
パ
ー
の
 
 

い
な
い
「
空
白
1
仰
が
1
日
8
昏
撞
 
 

厚
生
じ
る
。
 
 
 

失
禁
し
て
轟
ぬ
れ
て
も
ヘ
ル
 
 

パ
ー
が
来
る
ま
で
待
つ
し
か
な
く
、
 
 

聞
置
◎
 
碧
皿
常
遍
（
》
貯
桝
＃
覇
）
 
欄
熟
N
O
欄
竺
甲
〓
器
芸
遠
望
 
 

地
域
で
暮
ら
し
た
い
阻
に
 
 
 

障害者自立支援法の課題㊥  

水
分
を
控
え
て
脱
水
症
状
に
な
っ
た
 
 

こ
と
も
あ
る
。
緊
急
時
に
警
 
 

手
だ
て
も
な
い
。
「
命
の
危
険
姦
 
 

じ
る
し
日
々
だ
。
 
 

市
は
表
蛮
行
後
、
厚
生
労
働
 
 

省
の
憫
明
に
基
づ
い
て
「
支
給
決
定
 
 

蓋
空
を
作
り
、
姦
の
盛
濃
蘭
 
 

を
決
め
て
い
る
。
市
の
雷
介
 
 

護
の
葦
念
簡
は
、
石
田
さ
ん
の
よ
 
 

う
に
最
も
頼
度
の
重
い
馨
が
あ
っ
 
 

て
一
人
凝
ら
し
の
絶
食
、
2
0
8
時
 
 

間
。
こ
れ
に
本
人
の
身
体
状
況
な
ど
 
 

を
考
慮
し
て
ほ
～
5
0
％
の
加
算
が
あ
 
 

る
。
そ
れ
で
も
本
人
の
重
を
大
昔
 
 

く
†
由
る
掛
合
は
、
F
非
定
型
」
と
 
 

し
て
友
人
に
瓜
筆
な
サ
ー
ビ
ス
最
を
 
 

算
定
し
、
市
の
磐
査
会
の
意
見
を
聞
 
 

い
て
決
め
る
。
「
董
」
の
石
田
 
 

さ
ん
は
「
私
に
は
以
葦
必
 
 

要
で
す
。
他
人
の
事
蓉
て
百
分
 
 

の
意
見
を
実
現
し
、
人
生
を
つ
く
る
 
 

の
豊
．
障
裏
地
域
で
生
き
 
 

る
簿
を
朗
ざ
さ
な
い
で
L
と
苧
。
 
 
 

亨
月
、
飢
昏
蛋
に
瓜
章
 
 

な
月
7
4
4
笛
の
嘉
を
求
め
、
 
 

市
を
細
事
取
り
和
故
山
地
裁
に
漬
 
 

し
た
。
月
1
0
1
暗
黒
ら
さ
れ
た
 
 

点
に
つ
い
て
、
「
合
理
的
な
珪
由
は
 
 

見
い
だ
せ
な
い
」
と
市
の
決
定
に
疑
 
 

問
を
投
げ
か
け
る
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
て
市
は
〓
人
暮
ら
 
 

し
監
十
怠
れ
、
樽
駒
に
考
慮
す
 
 

る
必
案
牲
が
な
く
な
っ
た
と
判
断
 
 

し
、
高
の
韮
本
管
さ
時
間
減
 
 

ら
し
た
。
生
命
の
危
険
が
切
迫
し
て
 
 

「
サ
ー
ビ
ス
毒
半
額
国
は
負
担
を
」
 
 

i
量
暑
の
聾
清
に
欠
か
 
せ
な
い
介
悌
サ
ト
ビ
ス
の
枯
渇
が
日
立
 
ち
、
自
治
萱
も
大
き
く
な
っ
て
 
 

頼みの介護突然削減一任む所で支援に差  い
る
妄
r
D
p
工
（
幹
線
暑
イ
ン
タ
ー
 
 

ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
日
査
最
J
の
尾
・
．
轟
二
 
 

塞
局
長
は
危
機
感
を
募
ら
せ
る
。
そ
 
 

の
育
と
し
て
挙
け
る
の
が
、
陣
容
者
 
 

自
立
支
援
法
独
自
の
財
政
ル
ー
ル
だ
．
 
 
 

毒
法
咤
霞
芥
護
な
ど
の
 
 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
の
サ
ー
ビ
ス
費
用
を
茸
 
 

が
2
身
の
1
、
都
漣
府
県
と
市
町
村
が
 
 

そ
れ
ぞ
れ
4
分
の
1
負
祝
す
る
こ
と
を
 
 

費
づ
け
た
。
だ
が
、
或
や
都
道
肝
県
 
 

が
貝
挺
す
る
の
は
、
国
が
決
め
た
r
国
庫
 
 

い
羞
で
は
な
い
の
で
、
鋸
勝
間
 
 

の
介
護
を
事
す
る
状
態
と
は
い
え
な
 
 

い
」
と
反
給
し
て
い
曳
 
 

卍
 
 
卍
 
 
 

彗
貢
川
口
市
。
市
が
定
め
た
移
 
 

動
繋
授
サ
ー
ビ
ス
の
事
綱
に
対
し
 
 

て
、
障
書
体
か
ら
「
制
限
が
多
 
 

す
ぎ
て
使
え
な
い
し
と
見
せ
し
纂
 
 

め
轟
が
あ
が
っ
て
い
る
。
 
 
 

霹
に
よ
る
と
、
利
用
が
隠
め
ら
 
 

れ
る
の
は
、
畠
や
肩
院
な
ど
 
 

ヘ
ル
パ
ー
の
男
性
（
吾
に
ス
ト
ロ
ー
で
飲
み
物
を
蝕
 
 

ま
せ
て
も
争
フ
石
田
雅
俊
さ
ん
＝
和
歌
山
市
内
 
 

卑   
蛮
声
の
笥
つ
ま
り
、
市
 
 

宣
し
た
サ
ー
ビ
ス
艇
の
鷲
用
 
 

竃
餌
を
超
え
る
と
、
紀
要
帯
 
 

町
村
の
指
ち
出
し
に
な
る
析
由
。
 
 
 

∬
労
省
は
、
窮
の
牽
が
壷
の
 
 

上
限
に
な
ら
な
い
よ
壷
に
周
知
 
 

て
い
る
が
、
自
治
体
か
ら
は
「
国
が
十
 
 

分
な
負
担
を
し
な
い
の
で
は
厳
し
い
」
 
 

と
の
太
菅
が
も
れ
る
。
 
 
 

尾
上
藁
葺
は
「
善
は
、
姦
に
 
 

罠
な
く
、
畢
べ
き
だ
。
標
祉
サ
 
 

か
か
る
費
用
の
2
身
の
1
を
垂
将
に
 
 
 

ー
ビ
ス
を
充
実
巷
せ
る
白
落
体
ほ
ど
歳
 
 

事
に
な
る
の
で
は
、
r
施
騨
か
ら
地
域
 
 

へ
】
と
い
う
幹
線
署
の
自
立
は
準
茶
な
 
 

い
し
と
結
す
。
 
 
 

に
行
く
膵
、
文
簑
に
参
加
 
 

す
る
時
な
ど
。
サ
ー
ビ
ス
が
使
え
な
 
 

い
1
8
宮
田
も
盟
聞
さ
れ
た
。
例
式
ば
 
 

次
の
よ
う
な
制
限
に
批
判
が
あ
る
。
 
 
 

「
董
の
と
き
」
 
 
 

「
入
寮
、
入
館
料
を
支
払
う
建
 
 

物
内
等
で
括
駁
す
る
と
き
」
 
 
 

布
陣
奮
壷
社
製
は
「
【
連
環
娯
 
 

楽
】
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
や
蕃
な
ど
を
 
 

想
定
し
た
も
の
で
、
通
常
の
余
暇
帯
 
 

勤
は
経
め
て
い
る
」
と
脱
肪
す
る
．
 
 

し
か
し
「
窓
口
で
『
遺
び
目
的
は
ダ
 
 

ご
意
見
や
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
ご
T
5
3
り
 
 

・
8
2
1
1
 
朝
日
新
聞
大
阪
本
社
生
清
文
化
グ
 
 

ル
ー
ヴ
「
消
ぇ
た
安
全
椚
」
係
へ
。
フ
ァ
ク
ス
 
 

（
0
6
・
¢
2
0
1
・
0
1
7
9
）
加
メ
ー
ル
（
コ
 
 

よ
e
芹
賢
哲
旨
e
P
㊥
P
置
F
i
．
c
O
ヨ
）
で
受
け
付
 
 

け
ま
す
。
 
 メ

】
と
首
わ
れ
た
」
と
い
う
利
用
者
 
 

も
い
て
、
線
引
き
は
あ
い
ま
い
だ
。
 
 
 

ま
た
、
r
入
費
、
入
植
鰐
を
支
 
 

払
う
建
物
内
し
は
ダ
メ
と
の
制
限
が
 
 

あ
る
の
で
、
ヘ
ル
パ
ー
が
映
蘭
館
に
 
 

入
っ
て
移
動
介
助
す
る
こ
と
は
原
則
 
 

で
き
な
い
。
川
口
市
の
随
要
も
蘇
 
 

誓
r
空
署
の
生
洒
と
棉
剰
を
 
 

守
る
泉
ッ
ト
ワ
ー
ク
わ
だ
ち
」
の
尾
 
 

登
写
さ
ん
は
r
施
設
に
介
助
者
な
 
 

し
で
放
っ
て
お
か
れ
た
ら
、
莞
 
 

ら
す
の
欝
ト
イ
レ
に
連
れ
て
行
 
 

っ
て
く
だ
さ
い
と
は
績
め
な
い
」
と
 
 

批
判
す
る
。
 
 
 

】
方
、
同
じ
県
内
で
も
、
さ
い
た
 
 

ま
市
の
粟
網
は
す
い
ぶ
ん
適
う
っ
 
 
 

生
酒
に
不
可
欠
な
外
出
に
加
え
、
 
 

レ
ジ
ャ
！
、
外
食
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
 
 

な
墓
の
た
め
認
め
る
と
 
 

喝
さ
ら
に
袋
や
伝
常
、
食
客
、
 
 

ト
イ
レ
介
助
、
菩
先
で
の
活
勤
麦
 
 

藁
甲
こ
し
て
静
め
る
ヾ
 
 
 

自
治
体
に
よ
っ
て
、
こ
れ
は
ど
の
 
 

濃
い
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。
移
動
支
 
 

援
、
市
町
村
が
実
施
す
る
r
地
域
 
 

轟
嚢
し
と
さ
れ
、
サ
ー
ビ
 
 

ス
嘗
な
ど
が
自
治
体
任
せ
と
さ
れ
 
 

た
か
ら
だ
。
厚
生
窟
省
は
「
地
域
 
 

の
幕
に
応
じ
て
各
農
体
の
判
断
 
 

で
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
」
 
（
障
 
 

露
蔀
）
と
齢
明
す
る
¢
 
 
 

白
落
体
の
考
え
壷
博
で
 
 

薫
の
聴
報
が
左
石
さ
れ
る
の
 
 

は
お
か
し
い
と
い
う
声
は
強
い
。
 
 

（
こ
の
連
載
は
素
志
輿
妃
、
楢
川
卓
 
 

史
、
向
井
大
輔
が
担
当
し
ま
し
た
〕
 
 




